


































































































































































































































































































































































































































































































































ngelsche taal heeft overloed van
1 Schriften 2, gerigt




















































































































































































































































































hakespeare is de grooste dram














































































































































（一八八五～一九七二、大正・昭和期の英語学者。東京帝大卒。九州帝大教授。 「日本に於けるシェークスピヤ紹介の歴史」 （ 『文学研究』第






































入り、ことはおさまる。このころモンタギュ家のロメオは、かなわぬ恋にもんもんと い （一幕一場） 。
















































市民がさわぎ立て、家臣をともなったヴェロナの太守、キュピュレット夫妻、モンタギュウ夫妻その他が登場する。ベンボリオは、太守にことの次第をかたる。太守はけんか両成敗により、ロメオを追放処分にする（三幕一場） 。キャピュレット家の庭園。しばらくジ リエット 独白がつづく。そこへロメオからあずかっ ナワばしごをもって乳母が登場。彼女はティボルトの死んだこと、ロメオ






























The works of W. Shakespeare. The John C. Winston 
Co. Chicago, 刊行年不詳より。
（16）083





















そのときジュリエットは眼をさますが ロメオが自殺したこ を知り、かれの短剣をもってじぶん 刺し、ロメオの死体に折りかさなって死ぬ。やがてさわぎを聞きつけて、夜番・ローレンス師・太守と従者・キャピュレット夫妻、モンタギューその他がやってく 。ローレンス師、バル






































































































































































































やがて医者 東林も金をぬすむために、寺にやって来てお房の棺のふたを開け 死人の首にかけられた百枚入りの袋を手 入れよう する。そ
れをみていた占師の綱五郎とつかみあいになり、東林は当身をくらって気絶する。雨がだんだん激しくなり、雨水がお房ののどに入 ようになると、 「ウム」とうめきだす。
占師はひろった気つけ薬をお房に ませようとする 、彼女が生き返った 金は手に入らない。しかし、目のまえの助かる女をほ ておけば死
ぬにちがいない。見殺しにできぬとおもう


























『ロメオとジュリエット』パリス（ヴェロナ太守の親戚）は、かねてジュリエットに求婚している。彼女の両親にその返事をうながす。ジュリエットは、ロメオを見そめる。ジュリエットは、父親 一存 よって、婚礼 日をきめられてしまう。ジュリエットから結婚を阻止する相談をうけた ーレンス修道士




















ひとを仮死状態におく蒸留酒を彼女にあたえ、のむようにいう。ジュリエットは、結婚式の前夜、じぶんの部屋でその酒を一気にのむと、ベッドのうえにたおれ、亡くなる。彼女は時間がたてば、蘇生することを知っていた。追放中のロメオのもとへ、ローレンス師の計略をしるした手紙をもった使者がむかうが、使命をはたせなかった。ジュリエットの亡きがらは 墓地に こ れる。ジュリエットは仮死状態から自然に目をさます。ロメオは が死んだとおもい、毒を んで自殺する。
お房にのませ、仮祝言のじゃまをする。お房は仮祝言のとき、
毒入りの酒をのむと苦しみだし、居間に床をと






















としたしかった俳優の尾上松助であったと推測している。尾上はこの二人の友人から、シェイクスピアの芝居のことを聞きかじったのではなかろうか いう（ 「日本の『ロメオとジユリエツト』 」 『演劇談義』所収 岡倉書房、昭和９・４） 。
本間も明言している。シェイクスピアの原作の第四幕から五幕にかけての部分を、大南北は「心謎解色糸」と題する作のなかに借用している、




















































































フは、出島において『ロメオとジュリエット』を選んで上演したかも知 ぬ、と考えら た 竹村は「かれが英国劇を選んだであらうこともまた
（26）073




















































































































































































































































































































































































































Cortazzo 画，G. Lemoine の彫版による“帰郷”のさし絵。
























































































 Id., p.3   A






 Id., p.27  T
hat he w
ho left you ten long years ago
　　　　
 S


























 Id., p.34 but W
hen her child w
as born,
㈣

























 Id., p.183  L
a m
er fouette la côte ……
㈡
 Id., p.186  L
a M
artin attendit son hom
m





et eut encore de lui deux enfants en trois ans.
㈣
 Id., p.192  J ’nous som
m





 Id., p.190  Il avait un visage usé, ridé, creux partout, et sem







































































































「遠くから来なさったのか」 。 「名はなんというのか」 、と尋ねる場面。
郷」を執筆するにあたってモーパッサンは、完全なスケッチ画があったとし、その筆ははじめから順調なスタートを切っている、とのべている。かれは形容詞・動詞・名詞などをよく直したが それはふさわしいことばを求めたからである。 「帰郷」には、大きな変更や修正はみられなかったという。ということは、この短篇は、ひといきに書か たということで ろう。
モーパッサンの「帰郷」は、隣国イタリアの著名な詩人・小説家ガブリエレ・ダヌンツィオ（一八六三～一九三八）の短篇「ペスカラの中篇小







　Il avait un visage usé, ridé, 
creux partout, et semblait avoir 
beaucoup souffert.
Yrette, Albin Michel, 1949, p.190
　La pelle, bruna, secca, piena 
di asperità, corrosa dalle intem 
perie, riarsa dal sole, incarata 
dalle sofferenze, ……








「遠くから来なさったのか」 。 「名はなんというのか」 、と尋ねる場面。
再婚した亭主が、死んだはずの男が還ってきた、と酒場で、さけぶくだり。
　Levesque ayant pris une chaise lui 
demanda:
―Alors vous v’nez de loin?
　Id., p.190
　Alla fine, 〔Verdura〕domandò:





　Levesque lui demanda brusquement:
―Comment que vous vous nommez?
……Je me nomme Martin.
　Id., p.191
…―ll vostro nome, signor forestiere?

















　C’est Martin qu’est v́venu, Martin, 
celui à ma femme, tu sais ben, Martin 
des 《Deux Sœurs》qui était perdu.
　Id., p.196
―Ecc’a qua Turlendana, Turlendana 
marinaro, lu marito de mógliema, 
















































































































































































































































































宙さんはだんまり屋になっていた。 と話をせず、出されるものをだまって食べ、茶もだまって飲んだ トキノ 近所の人たちも、かれが何を
考えているのか、さっぱりわからなかっ 。九郎は隣村に帰っ きりになった。……


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































紹介とすれば、翻案は、その横取り、創作の皮を ぶった文学の賊という（ 「翻訳の真相」 『帝国文学』の「雑報」所収 明治
31・４） 。とにかく
（62）037






それは研究というより、他人の述作の跡をまとめ、紹介しただけ ものである。他人の料理はおいしいものである。他人にたよっ 物事 なす









一篇の小品、一冊の本が海をわたり、国境を越え、異国に入り、そこでその国のひ びとによって読み味われ それが新たな感興（お しろ
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